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第３回理事会

秋
に
向
け
て
現
場
研
修
会

女

性
ト
ー
ク

サ
ロ
ン
参
加
者　

参
加
参
加
の
方
向
で
検
討

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会（
建
災
防
）県
支
部
の
令
和

５
年
度
安
全
衛
生
表
彰
で
、

当
協
会
会
員
企
業
か
ら
古
和

田
謙
二
氏（
嵐
電
気
工
事
）、

鈴
木
隆
氏（
植
田
電
機
）、仁

平
賢
司
氏（
仁
平
電
設
）が
功

績
賞（
安
全
衛
生
推
進
者
）に

選
ば
れ
た
。令
和
４
年
度
安

全
競
争
の
電
気
工
事
部
門

は
、高
柳
電
設
工
業
が
３
年

連
続
で
優
勝
に
輝
い
た
。準

優
勝
は
大
槻
電
設
工
業
、第

１
位
は
三
浦
電
気
工
事
、第

２
位
は
三
友
電
設
、第
３
位

は
須
南
電
設
。

７
月
26
日
に
福
島
市
の
県

建
設
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

第
55
回
県
建
設
業
労
働
災
害

防
止
大
会
で
表
彰
が
行
わ

れ
、増
田
穂
積
高
柳
電
設
工

業
副
会
長
ら
に
賞
状
が
贈
ら

れ
た
。

建
災
防
県
支
部
は
労
働
災

害
に
功
労
・
功
績
の
あ
っ
た

企
業
、個
人
等
を
災
防
大
会

に
合
わ
せ
、毎
年
表
彰
し
て

お
り
、今
年
度
は
２
社
５
事

業
場
14
人
を
支
部
長
表
彰
に

選
定
。安
全
競
争
は
４
部
門

（
建
築
工
事
、土
木
工
事
、管

工
事
、電
気
工
事
）で
延
べ
20

社
が
受
賞
し
た
。

大
会
に
は
受
賞
者
、建
災

防
会
員
ら
１
１
０
人
が
出

席
。長
谷
川
浩
一
建
災
防
県

支
部
長
が「
３
大
災
害
の
防

止
は
も
と
よ
り
、熱
中
症
対

策
な
ど
季
節
に
応
じ
た
事
故

防
止
に
も
努
め
、年
間
を
通

し
て
労
災
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

受
賞
者
代
表
に
賞
状
を
手
渡

し
た
。来
賓
の
井
口
真
嘉
福

島
労
働
局
長
、山
田
毅
県
土

木
部
技
監
、伊
藤
克
義
県
労

働
基
準
協
会
専
務
理
事
が
祝

辞
を
述
べ
、福
島
労
働
局
の

田
中
暁
雄
労
働
基
準
部
健
康

安
全
課
長
が「
建
設
工
事
に

係
る
労
働
災
害
発
生
状
況
と

災
害
防
止
対
策
」、大
和
稔
弘

同
監
督
課
長
が「
建
設
の
事

業
に
お
け
る
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
等
」と
題
し

て
講
話
し
た
。

①
死
亡
災
害
を
全
産
業

の
20
％
以
内
に
減
少
②
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
確

実
な
実
施
の
推
進
③
建
設

業
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入

推
進
④
墜
落
・
転
落
災
害
、建

設
機
械
・
ク
レ
ー
ン
災
害
、崩

壊
・
倒
壊
災
害
な
ど
の
三
大

災
害
絶
滅
に
努
め
る
⑤
総
合

工
事
業
者
・
専
門
工
事
業
者

等
に
よ
る
自
主
的
安
全
衛
生

管
理
活
動
を
推
進
⑥
自
然
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
工
事

で
安
全
衛
生
に
関
す
る
専
門

家
に
よ
る
教
育
・
相
談
等
を

推
進
⑦
夏
季
の
熱
中
症
予

防
、冬
季
の
転
倒
防
止
な
ど
、

季
節
に
応
じ
た
労
働
災
害
防

止
対
策
推
進
―
を
重
点
と
す

る
安
全
の
誓
い
を
採
択
し
、

労
災
減
少
と
死
亡
災
害
撲
滅

に
向
け
関
係
者
一
丸
で
安

全
・
安
心
な
職
場
環
境
に
努

め
る
も
の
と
し
た
。
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県
総
合
設
備
協
会（
会
長
＝
大
槻
博
太
県
電
設
業
協
会
長
）は
７
月
26
日
、福
島
市
の
当

協
会
事
務
所
で「
設
計
か
ら
施
工
に
至
る
課
題
検
討
会
」を
開
い
た
。設
計
図
面
の
不
整
合

や
既
存
建
築
物
の
調
査
不
足
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、協
会
を
構
成
す
る
３
団
体（
当
協

会
、県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
、県
設
備
設
計
事
務
所
協
会
）の
技
術
委
員
が
対
策
を
協
議
。

よ
り
良
い
設
計
、施
工
の
実
現
に
向
け
、連
携
し
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

県
総
合
設
備
協
会
は
、当

協
会
と
県
空
衛
協
が
参
加
し

て
昨
年
初
め
て
県
土
木
部
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

た
。意
見
交
換
に
臨
む
に
当

た
り
両
団
体
が
集
約
し
た
意

見
・
要
望
の
中
で
、設
計
段
階

か
ら
改
善
す
べ
き
課
題
が

あ
っ
た
た
め
、
３
月
に
３
団

体
の
会
長
が
集
ま
り
、県
内

設
備
業
界
と
し
て
協
力
し
て

対
応
す
る
こ
と
で
合
意
。そ

当
協
会
は
７
月
20
日
、福

島
市
の
協
会
事
務
所
で
今
年

度
第
３
回
理
事
会
＝
写
真
＝

を
開
き
、今
年
度
事
業
に
つ

い
て
協
議
し
た
。現
場
研
修

会
は
女
性
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
の

参
加
者
も
参
加
す
る
方
向
で

視
察
先
等
を
検
討
す
る
。

理
事
会
に
は
理
事
、監
事

界
と
し
て
の
改
善
方
策
と
県

等
へ
の
要
望
事
項
を
取
り
ま

と
め
る
予
定
。

の
後
の
事
務
局
レ
ベ
ル
の
協

議
で
、各
団
体
の
技
術
委
員

会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
検
討
会

で
課
題
の
整
理
、改
善
策
の

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

総
合
設
備
協
会
役
員
会
で
業

検
討
会
に
は
当
協
会
の
永

井
博
、丹
野
勇
治
両
副
会
長
、

目
黒
健
之
、末
永
雅
登
、
木

数
泰
各
技
術
委
員
、野
内
忠

宏
専
務
理
事
、空
衛
協
か
ら

小
黒
敬
三
技
術
委
員
長
ら
３

人
、設
備
設
計
事
務
所
協
か

ら
小
柳
会
長
ら
５
人
が
出
席

し
た
。
丹
野
副
会
長
が「
設

計
、施
工
の
課
題
は
山
積
し

て
い
る
。活
発
な
意
見
交
換

に
期
待
し
た
い
」と
あ
い
さ

つ
し
た
。

①
建
築
・
電
気
・
機
械
の
各

設
計
図
面
の
不
整
合
等
②
改

修
工
事
に
お
け
る
既
存
建
築

物
や
設
備
機
器
、系
統
の
調

査
不
足
等
③
設
計
書
の
積
算

不
備
等
―
を
テ
ー
マ
に
設

計
、施
工
者
の
立
場
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
意
見
を
出
し
合
っ

た
。設

計
図
の
不
整
合
に
よ

り
、建
築
躯
体
と
設
備
関
係

機
器
の
取
り
合
い
が
干
渉
し

て
い
る
場
合
、施
工
者
が
是

正
調
整
や
施
工
図
作
成
に
多

大
な
労
力
を
要
す
る
。既
存

施
設
の
改
修
等
で
も
施
工
段

階
で
再
度
の
詳
細
調
査
や
大

き
な
設
計
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、出

席
者
か
ら
は
設
計
段
階
で
の

現
地
調
査
の
重
要
性
を
訴
え

る
意
見
や
、既
存
施
設
の
設

計
・
施
工
デ
ー
タ
を
管
理
者

が
保
存
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り

の
提
案
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

 あいさつする丹野副会長  

ら
17
人
が
出
席
。大
槻
博
太

会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、若
手

人
材
の
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
の
重
要
性
を
説
い
た
。

理
事
会
に
先
立
ち
開
か
れ
た

総
務
、
技
術
・
安
全
、
広
報
各

委
員
会
の
今
年
度
第
１
回
会

議
の
結
果
を
踏
ま
え
、各
委

員
長
が
今
年
度
事
業
の
概
要

を
説
明
し
た
。

現
場
研
修
会
は
、技
術
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に

大
規
模
建
築
工
事
現
場
を
見

学
し
て
お
り
、今
年
度
は
秋

に
開
催
す
る
方
向
で
調
整
す

る
。ト
ー
ク
サ
ロ
ン
は
、女
性

が
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り

の
推
進
に
向
け
て
、平
成
28

年
度
か
ら
会
員
企
業
の
女
性

従
業
員
等
を
対
象
と
し
た
意

見
交
換
、
講
演
会
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。現
場
見
学
の

要
望
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、今
年
度
は
研
修
会
に
女

性
技
術
者
・
事
務
系
職
員
等

も
参
加
す
る
形
で
企
画
す

る
。新

規
で
計
画
し
て
い
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る

高
校
教
員
等
の
意
見
交
換
会

は
、実
施
に
向
け
て
各
支
部

で
検
討
を
進
め
る
。１
級
電

気
施
工
管
理
技
士
試
験
準
備

講
習
会（
２
次
検
定
）は
９
月

に
開
く
予
定
。県
土
木
部
と

県
総
合
設
備
協
会
と
の
意
見

交
換
会
は
開
催
に
向
け
て
調

整
す
る
。

理
事
会
で
は
こ
の
ほ
か
、

県
入
札
制
度
に
つ
い
て
意
見

交
換
も
行
い
、総
合
評
価
方

式
の
評
価
基
準
な
ど
に
つ
い

て
改
善
を
求
め
る
声
な
ど
が

出
さ
れ
た
。

表
彰
を
受
け
る
増
田
副
会

長（
右
）
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施
工
管
理
、
働
き
方
施
策
学
ぶ

　

県
総
合
設
備
協
会

（
会
長
＝
大
槻
博
太

当
協
会
長
）
は
７
月

５
日
、
郡
山
市
の

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
で
今
年
度
安

全
大
会
・
技
術
研
修

会
を
開
き
、
現
場
の

安
全
対
策
、
工
事
検

査
の
傾
向
、
県
の
働

き
方
改
革
へ
の
取
り

組
み
な
ど
へ
の
理
解

を
深
め
た
。

　

当
協
会
と
県
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
か
ら
１
４
３
人
が

参
加
し
た
。当
協
会
の
丹
野

勇
治
副
会
長（
技
術
・
安
全
委

員
会
担
当
）が「
安
全
大
会
を

契
機
に
建
設
業
の
労
働
災
害

防
止
と
安
全
衛
生
意
識
の
定

着
を
図
る
と
と
も
に
、研
修

に
よ
り
新
た
な
知
識
、技
術

を
習
得
し
、技
術
力
を
向
上

さ
せ
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

安
全
大
会
と
技
術
研
修
の

２
部
構
成
。安
全
大
会
で
は

三
瓶
詔
宏
福
島
労
働
局
労
働

基
準
部
健
康
安
全
課
産
業
安

全
専
門
官
が「
建
設
業
の
労

働
災
害
防
止
」と
題
し
て
講

話
し
た
。同
局
の
第
14
次
労

働
災
害
防
止
計
画（
令
和
５

～
９
年
）の
目
標
と
な
る
令

和
４
年
比
で
死
亡
者
数
５
％

以
上
減
、死
傷
者
数（
休
業
４

日
以
上
）減
少
の
達
成
に
向

け
、各
企
業
に
お
け
る
災
害

防
止
対
策
の
徹
底
を
改
め
て

要
請
し
た
後
、令
和
４
年
に

県
内
で
発
生
し
た
労
働
災
害
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東
北
地
方
整
備
局
磐
城
国

道
事
務
所
事
故
防
止
対
策
委

員
会（
会
長
＝
原
田
洋
平
同

事
務
所
長
）の
今
年
度
安
全

管
理
優
良
工
事
に
、
い

わ
き
電
気
工
業
が
施
工

し
た
平
管
内
道
路
照
明

等
維
持
補
修
工
事（
金

山
宗
一
郎
現
場
代
理

人
）が
選
ば
れ
た
。

　

同
工
事
は
国
道
６
号

（
茨
城
県
北
茨
城
市
平
潟
町

～
い
わ
き
市
久
之
浜
町
末

続
）、国
道
49
号（
い
わ
き
市

常
磐
上
矢
田
町
～
三
和
町
上

三
坂
）の
道
路
照
明
施
設
な

ど
令
和
４
年
度
維
持
工
事

で
、積
極
的
な
事
故
防
止
に

向
け
た
工
夫
や
活
動
な
ど
が

評
価
さ
れ
た
。

　

表
彰
式
は
、
７
月
25
日
に

い
わ
き
市
の
い
わ
き
産
業
創

造
館
で
開
か
れ
た
事
故
防
止

対
策
委
員
会
の
今
年
度
総
会

の
席
上
行
わ
れ
、末
永
雅
登

い
わ
き
電
気
工
業
社
長
に
原

田
所
長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津（
所
在
地
＝
喜
多
方
市
）

は
、電
気
配
管
設
備
科
の
令

和
６
年
度
入
学
生
を
募
集
し

て
い
る
。

　

同
科
は
、建
築
設
備（
電
気

設
備
・
給
排
水
設
備
・
冷
凍
空

調
技
術
）に
つ
い
て
、
２
年

間
の
総
合
的
な
教
育
訓
練
を

行
っ
て
お
り
、若
手
技
術
者

の
人
材
育
成
に
努
め
て
い

る
。

　

令
和
６
年
度
の
入
学
試
験

は
①
推
薦
・
学
校
推
薦
型
選

抜
＝
10
月
６
日（
出
願
期
間

９
月
19
～
29
日
）②
推
薦
・
総

合
型
選
抜
＝
11
月
７
日（
10

月
23
～
31
日
）③
一
般
＝
12

月
15
日（
11
月
29
日
～
12
月

８
日
）。社
会
人
は
推
薦
・
総

合
型
選
抜
と
一
般
入
学
試
験

を
受
験
で
き
る
。

　

詳
細
は
同
校
☎
０
２
４
１

（
27
）
３
２
２
１
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジh

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

tc-aizu.ac.jp/

ま
で
。

　

当
協
会
の
第
11
回
親
善
ゴ

ル
フ
大
会
が
６
月
13
日
、矢

吹
町
の
矢
吹
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

で
開
か
れ
た
。新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
加
え
、昨
年
は
雨

天
中
止
と
な
り
開
催
は
４
年

ぶ
り
。正
会
員
や
賛
助
会
員
、

友
好
団
体
か
ら
30
人
が
参
加

し
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が

ら
親
睦
を
深
め
た
。

　

熱
戦
の
結
果
、岩
田
昌
之

さ
ん（
岩
崎
電
気
）が
優
勝
。

準
優
勝
に
は
遠
藤
誠
さ
ん

（
ジ
ェ
イ
・
ケ
イ
・
リ
ア
ル
タ

イ
ム
）が
入
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
の
上
位
入
賞
者

は
次
の
通
り
。

　

▽
第
３
位
＝
鈴
木
尚
志

（
ト
ベ
）▽
第
４
位
＝
田
原
賢

二（
三
友
電
設
）▽
第
５
位
＝

目
黒
健
之（
目
黒
工
業
商
会
）

‌

交
流
を
深
め
た
参
加
者�​

‌

実
際
の
作
業
を
体
験
す
る
生

徒
ら�​

の
発
生
状
況
と
傾
向
を
解

説
。建
設
業
は
休
業
４
日
以

上
の
死
傷
者
数
が
前
年
比
で

９
・
５
％
増
加
し
た
が
、社
内

や
現
場
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
労
災
を

除
い
た
数
字
の
比
較
で
は

11
・
３
％
減
少
し
た
。

　

三
瓶
専
門
官
は
、建
設
業

は
社
内
や
工
場
内
で
業
務
を

行
う
他
業
種
と
異
な
り
、各

現
場
で
安
全
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
り
、労
働
安
全
衛

生
シ
ス
テ
ム
の
活
用
や
、労

働
安
全
衛
生
法
で
努
力
義
務

と
し
て
規
定
さ
れ
る
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
等
を

推
奨
。熱
中
症
対
策
や
10
月

１
日
か
ら
強
化
さ
れ
る
足
場

か
ら
の
墜
落
防
止
措
置
、同

日
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
る
有

資
格
者
に
よ
る
改
修
工
事
等

で
の
石
綿
含
有
材
等
の
事
前

調
査
な
ど
説
明
し
た
。

　

仁
平
翔
太
郎
仁
平
電
設
工

事
部
主
任
が
２
０
２
３
年
度

全
国
安
全
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
高
め
る
意
識
と
安
全
行
動

　

築
こ
う
み
ん
な
の
ゼ
ロ
災

職
場
」を
読
み
上
げ
、全
員
で

復
唱
し
た
。

中
し
て
い
る
。全
竣
工
検
査

件
数
の
う
ち
、建
築
設
備
関

係
は
３
４
３
件（
前
年
度
比

46
件
増
）、請
負
額
は
２
８
７

億
円（
15
億
円
増
）。電
気
設

備
工
事
の
工
事
成
績
平
均
点

は
82
・
６
点（
対
象
工
事
１
３

５
件
）で
、前
年
度
よ
り
０
・

４
㌽
ア
ッ
プ
し
た
。

　

検
査
不
適
合
工
事
は
２
件

（
前
年
度
比
１
件
増
）で
、建

築
設
備
は
令
和
２
年
以
降
発

生
し
て
い
な
い
が
、遠
藤
主

幹
は
①
試
験
方
法
は
合
っ
て

い
る
か
②
規
格
値
の
対
象
は

個
別
の
測
定
値
か
平
均
値
か

③
工
種
や
数
量
が「
試
験
基

準
」「
適
用
」の
例
外
に
該
当

し
て
い
な
い
か
―
等
に
留
意

し
た
施
工
管
理
を
改
め
て
求

め
た
。

　

工
事
検
査
を
実
施
し
た
上

で
特
に
気
に
な
っ
た
点
と
し

て
、「
照
度
試
験
に
お
け
る
基

　

技
術
研
修
会
で
は
、遠
藤

英
典
県
出
納
局
工
事
検
査
課

主
幹
兼
専
門
工
事
検
査
員
が

設
備
工
事
の
令
和
４
年
度
工

事
検
査
結
果
を
説
明
し
た
。

総
検
査
件
数
２
９
０
５
件

（
竣
工
２
４
５
７
件
、中
間
２

６
９
件
、そ
の
他
１
７
９
件
）

で
前
年
度
比
１
４
７
件
の

増
。竣
工
検
査
は
３
月
に
集

準
値
の
設
定
」「
埋
設
管
の
施

工
等
不
可
視
部
分
と
な
る
個

所
の
確
実
な
施
工
記
録
の
作

成
」な
ど
に
つ
い
て
、事
例
を

示
し
な
が
ら
紹
介
し
注
意
を

促
し
た
。工
事
成
績
概
要
の

今
年
度
改
正
概
要
な
ど
も
解

説
し
た
。

　

横
田
尚
也
県
土
木
部
技
術

管
理
課
主
査
が「
建
設
業
の

働
き
方
改
革
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み
」と
題
し
、週
休
２

日
促
進
工
事
や
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）、遠
隔
臨

場
、建
設
キ
ャ
リ
ア
シ
ッ
プ

シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）、Ｂ

Ｉ
Ｍ
の
概
要
と
効
果
、県
の

取
り
組
み
状
況
を
説
明
し

た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｐ
と
遠
隔
臨
場
に
つ

い
て
は
業
務
の
効
率
化
、移

動
時
間
の
削
減
な
ど
の
効
果

を
示
し
、積
極
的
な
利
用
を

要
請
。県
の
週
休
２
日
促
進

工
事
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
モ
デ
ル
工

事
に
つ
い
て
も
働
き
方
改
革

や
技
術
者
の
処
遇
改
善
に
つ

な
が
る
と
し
て
、活
用
を
呼

び
掛
け
た
。Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
つ
い

て
は
３
次
元
モ
デ
ル
に
よ
る

視
覚
的
理
解
が
容
易
な
こ
と

か
ら
、関
係
者
間
の
合
意
形

成
や
建
築
物
内
部
の
配
線
等

干
渉
が
確
認
で
き
、業
務
の

効
率
化
が
期
待
で
き
る
と
し

た
。

親
善
ゴ
ル
フ
大
会 

４
年
ぶ
り
に
開
催

岩
田
さ
ん
優
勝

地整磐城

い
わ
き
電
気
工
業
が
受
賞

事
故
防
止

対

策

委　

安
全
管
理
優
良
工
事
表
彰

‌

原
田
所
長（
右
）か
ら
表

彰
状
を
受
け
る
末
永
社

長�​

令
和
６
年
度

入
学
生
募
集

テ
ク
ア
カ
会
津
の 

電
気
配
管
設
備
科

‌

遠
藤
氏�​

‌

横
田
氏�​

‌

三
瓶
氏�​

安
全
衛
生
意
識
、定
着
図
る

安
全
衛
生
意
識
、定
着
図
る

技
術
者
ら
143
人
ゼ
ロ
災
誓
う

安
全
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
復

唱
す
る
参
加
者

令和令和５５年度安全大会・技術研修会年度安全大会・技術研修会
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協会のうごき協会のうごき

【６月】
　1日 ・第39回福島県建築文化賞に係る主催者・協賛団

体等合同会議（県庁）
・建災防県支部第59回通常総会（代議員会）（エ

ルティ）
・建産連第39回通常総会（エルティ）

　2日 ・福島配電懇親会（ホテル福島グリーンパレス）
　5日 ・日電工第73回定時総会（ホテルニューオータニ

東京）
　13日 ・第11回親善ゴルフ大会（矢吹ゴルフクラブ）
　14日 ・県総合設備協会打合せ（協会）
　15日 ・福島支部例会（ますふじ）
　21日 ・会津支部例会（会津ワシントンホテル）
　23日 ・県建築士会第73回通常総会（パルセいいざか）
【７月】
　4日 ・福島支部インターンシップ打合せ（協会）
　5日 ・令和5年度安全大会・技術研修会（ビッグパレッ

トふくしま）
　12日 ・福島エネルギー懇談会定時総会（エルティ）
　13日 ・会計事務所監査（協会）
　14日 ・日電工東北令和5年度臨時総会（江陽グランド

ホテル）
　20日 ・令和5年度第1回各委員会、第3回理事会（協会）
　21日 ・会津支部コンペ（ボナリ高原ゴルフクラブ）

・会津支部例会・暑気払い（旬菜和食芳）
　24日 ・歴史的建造物保全活用促進協議会第10回総会

（県青少年会館）
　24～26日 ・福島支部インターンシップ（協会）
　26日 ・第55回県建設業労働災害防止大会（県建設セン

ター）
・県総合設備協会3団体による「設計から施工に

至る課題検討会」（協会）
・副会長監査（協会）

　27日 ・会津支部道路照明点検（国道118号ほか）
　28日 ・建産連参与会（県建設センター）

　

白
河
支
部
は
６
月
５
日
か

ら
９
日
に
か
け
て
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業
と

し
て
県
立
白
河
実
業
高
校
電

気
科
２
年
生
の
職
業
体
験
を

受
け
入
れ
、生
徒
７
人
が
会

員
企
業
３
社
で
電
気
設
備
工

事
の
仕
事
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
。

　

車
田
電
気
工
業
、東
陽
電

気
工
事
、仁
平
電
設
が
協
力

し
た
。生
徒
ら
は
、各
社
が
準

備
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

沿
っ
て
４
～
５
日
間
の
研
修

を
行
い
、工
事
現
場
で
照
明

器
具
取
付
な
ど
の
実
習
を
実

施
。Ｃ
Ａ
Ｄ
や
社
会
人
と
し

て
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て

も
学
ん
だ
。

―賛助会員募集－

　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・高効率な設備のトータルシステムを

適正価格で提供することで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします
・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

２年生７人が現場体験
白河実業高校

白河支部 インターンシップ支援

‌

実
際
の
作
業
を
体
験
す
る
生

徒
ら�​

多くを学んだ５日間
県立白河実業高校　菊池　唯斗

　今回の車田電気工業株式会社様での5日間の産業現場実
習を通して、いろいろなことを学びました。
　まず私が学んだことは、コミュニケーション能力がとて
も大切だということを学びました。車田電気さんは、現場
仕事でいろいろな業者さんと協力して家の配線や撤去作業
をするので、常にコミュニケーションを取り、意見を出し
合いながら作業をしていたので、コミュニケーションが大
切ということを学びました。また、私は電気科ですが分か
らないことなどがあり、質問や日常会話などコミュニケー
ションをとることが出来ました。
　私は、この5日間で勤労のことについて考え方が変わり
ました。産業現場実習を行う前は、仕事はとても大変で楽
しくないものだと思っていたのですが、車田電気さんでの
実習を通して考え方が変わりました。仕事は大変だけど楽
しくてとてもやりがいがあるということを感じました。ま
た実習を通してその職業について実際にやってみないと分
からないことが多いなと改めて感じました。その職業につ
いて自分がイメージしていないようなことも行っていたの
で、現場仕事は特に仕事の幅が広いなと思いました。
　私は、5日間の産業現場実習を通して多くのことを学び、
感じることが出来ました。進路についてまだ何も決まって
いないけれど参考にしたいと思いました。また、今回学ん
だことを活かしていきたいと思いました。

現場、高所作業が思い出
県立白河実業高校　安藤　瀬那

　5日間の産業現場実習を終えての思い出は沢山あります。
その中でも特に心に残っている思い出を2つ紹介したいと
思います。
　まず1つ目は、3日目に行った現場での作業をしたことで
す。2日目に研修棟という場所で、通線、結線、器具付け
の作業の体験をしたのですが、3日目は本物の現場で作業
ということで、とても楽しみな気持ちもありましたが、一
番は「自分にできるかな」とか「失敗したらどうしよう」
など不安な気持ちと緊張したことが印象的で思い出です。
　現場での作業は、スイッチを三路スイッチに変更する作
業で、学校での学習や2日目の体験よりも難易度も規模感
も違ったことを覚えています。現場で感じたことや学んだ
ことは、多くの経験が必要だということを感じました。多
くの経験をしておくことで、仕事への慣れや仕事の効率が
上がり、一日で多くの作業ができるのではないかと思いま
した。もう現場での作業はできないかもしれないので、良
い経験が出来ました。
　2つ目は、電柱に登り作業をする体験をしたことです。
私は高いところが苦手なので、頑張って登ったことが思い
出です。電柱での作業は、一人で安全帯を付けたり外した
りするので、大変だなと感じました。話を聞くと一日中電
柱の上で作業すると聞いて衝撃的でした。私は10分だけで
も足が痛くなったのに、一日中作業をするなんて職人さん
たちは凄いなと感じることが出来ました。
　今回の産業現場実習を通して、沢山の経験を積むことが
出来ました。

「働く」考え方が変化
県立白河実業高校　小林　哉也

　就職に向けて、今回の産業現場実習で非常に多くのこと
を学べました。
　1日目では、目上の人にはしっかり敬語を使い相手に迷
惑をかけないようにという基本的なマナーについて学びま
した。これを知っておくと就職をしたときに、目上の人に
はどのような言葉で接すればよいのか、どのようなときに
質問や話しかければよいのかを学びました。
　他にも、現場実習すべての日に共通しているのですが、
何か失敗したらすぐに報告すること、分からないことはす
ぐに聞くこと、これらを怠ると相手の負担を増やしてしま
うなど迷惑をかけてしまうことになるので、コミュニケー
ションをとることが大事ということが分かりました。
　そして、4日目に学んだことは人との関係についてです。
電気工事では、家を建てる時に壁をつける前にボックスを
入れて配線しなければいけません。そのため、コミュニケー
ションをとらなければ、いつその作業をしたらいいのか分
からなくなってしまいます。他にも、周りの人と仲良くな
ることで、色々な情報を得ることが出来、自分自身のため
になるので、人間関係はしっかりした方が良いと思いまし
た。
　今回の実習を行い、今私は進路選択をどうしたいのか、
それを実現するためにどのようなことをしなければいけな
いのかを学ぶことが出来、働くことに対する考え方も変え
ることが出来ました。いろいろな人から話を聞く中で、自
分に合っている仕事を見つけないと今後後悔するというこ
とを学べたので、本当に良い経験になりました。

職業選択に役立てる
県立白河実業高校　関　　万叶

　私は、この5日間で仕事に対して多くのことを考えさせ
られました。私が学んだことや感じたことは主に3つあり
ます。
　1つ目は、この産業現場実習で、多くの経験を積む中で
沢山の照明が取り付けてあったり、電気を使って食べ物を
揚げたり煮たりする器具があったりなどの器具を一つ一つ
動かせるように取り付けていく電気工事をする人たちの姿
を実際に見て、これだけ電気は私たちの生活になくてはな
らないものだなと改めて感じることが出来ました。
　2つ目は、2日目に行った器具取付、結線、通線の作業は
脚立の上での作業がうまくいかずに心線まで切ってしまう
ことが多々あった。素人ではとてもできないような作業が
多く資格を持っている電気工事士さんたちが作業すること
で、お客様が安心して使える電気があるのだと考えさせら
れました。そこから、電気工事の大変さと重要さを感じる
ことが出来ました。
　3つ目は、社会人と学生では異なることが多く、学生は
自分がミスしても自分の責任にはなるが、社会人になると
自分のミスが会社全体のミスになってしまう。そうならな
いために、一つ一つの行動に責任感を持つことが大切だと
感じました。また、自ら仕事に対して積極的になって自分
と技術を磨くことで、自分も会社全体としても良い方向に
進んでいくのではないかなとこの4日間を通して考えるこ
とが出来ました。
　この5日間で得た考えを大切にして、これからの職業選
択や仕事などに役立てていきたいと思いました。

白河支部インターンシップ感想文白河支部インターンシップ感想文
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「
暑
い
夏
」。こ
こ
数
年
こ

の
ワ
ー
ド
が
聞
き
慣
れ
た
も

の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
で
最
高
気
温
を
記

録
し
、現
場
で
の
体
感
温
度

は
40
℃
を
超
え
て
い
る
現
状

…
。水
分
・
塩
分
を
摂
取
し
て

も
し
て
も
、
き
り
が
な
い
感

覚
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

こ
ん
な
夏
、
皆
さ
ん
の

「
涼
」
の
取
り
方
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
？
キ
ン
キ
ン
に
冷

え
た
ビ
ー
ル
？
か
き
氷
の
食

べ
歩
き
？
逆
に
激
辛
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
汗
を
か
き
ま
く

る
な
ん
て
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
の
涼
の
取
り
方

は
、沢
登
り
で
す
。渓
流
竿
片

手
に
、熊
鈴
を
高
々
に
鳴
ら

し
な
が
ら
、時
に
は
腰
の
辺

り
ま
で
水
に
浸
か
っ
て
渓
流

を
上
流
に
向
か
っ
て
２
、
３

㌔
登
っ
て
い
き
ま
す
。水
温

は
感
覚
が
麻
痺
す
る
ほ
ど
に

冷
た
く
、
全
身
に
涼
が
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。つ
い
で

に
岩
魚（
イ
ワ
ナ
）、山
女（
ヤ

マ
メ
）が
顔
を
出
し
て
く
れ

る
と
更
に
至
福
で
す
。

　

自
然
を
全
身
で
体
感
で
き

る
沢
登
り
、
お
す
す
め
で

す
！
た
だ
熊
と
ス
ズ
メ
バ
チ

だ
け
は
顔
を
出
さ
な
い
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
…
（
広
報

委
員
・
萩
生
田
学
）。
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「
採
用
は
見
送
ら
せ
て
頂

き
ま
す
」そ
ん
な
返
答
を
し

て
か
ら
４
年
。一
通
の
手
紙

が
届
き
ま
し
た
。

　
「
４
年
前
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
採
用
面
接
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
Ｓ
で
す
。

当
時
、面
接
や
合
否
発
表
の

お
電
話
等
で
背
中
を
押
し
て

頂
い
た
こ
と
は
、
ず
っ
と
支

え
に
な
っ
て
お
り
、社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
何
度
も
救
わ

れ
ま
し
た
。今
、夢
に
向
か
っ

て
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
！
」
と
い
う
嬉
し
い
内
容

で
し
た
。

　

実
は
、当
時
採
用
に
苦
戦

し
て
い
た
私
た
ち
は
、本
当

は
採
用
し
た
い
中
の
１
人
で

し
た
。し
か
し
、何
度
も
Ｗ
Ｅ

Ｂ
面
談
を
進
め
て
い
く
う
ち

に
、
お
家
の
事
情
や
本
人
の

本
当
の
気
持
ち
な
ど
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
、次
第
に

何
が
一
番
の
結
果
な
の
か
、

選
択
な
の
か
、
そ
う
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

採
用
し
た
い
当
社
の
気
持

ち
よ
り
も
本
人
の
将
来
を
一

緒
に
考
え
、選
択
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。そ
れ
が「
不
採

用
」で
し
た
。

　

本
人
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
画
面
先

で
嗚
咽
す
る
ほ
ど
泣
い
て
い

た
の
が
懐
か
し
い
で
す
が
、

採
用
も
奥
が
深
い
な
と
感
じ

た
の
は
、
こ
う
４
年
経
っ
て

か
ら
の
こ
と
で
し
た
。今
で

は
、
お
互
い
に
良
き
思
い
出

で
す（
東
陽
電
気
工
事
㈱
・
石

川
格
子
）。

　

福
島
県
の
県
北
地
域
は
桃

の
産
地
で
す
。春
に
は
桃
畑

が
一
面
ピ
ン
ク
色
に
染
ま

り
、見
事
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
桑
折
町

で
採
れ
る「
あ
か
つ
き
」は
、

平
成
６
年
か
ら
毎
年
皇
室
に

献
上
さ
れ
て
お
り
、今
年
で

30
回
目
と
な
り
ま
す
。献
上

桃
決
定
通
知
交
付
式
が
６
月

８
日
に
桑
折
町
役
場
で
行
わ

れ
、桑
折
町
長
立
ち
合
い
の

も
と
、県
北
農
林
事
務
所
長

か
ら
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
の

組
合
長
へ
、決
定
通
知
書
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
か
つ
き
」の
採
れ
る
時

期
は
、
ひ
と
昔
前
は
８
月
の

お
盆
休
み
直
前
で
し
た
が
、

近
年
は
７
月
の
終
わ
り
頃
に

早
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ

れ
も
地
球
温
暖
化
に
よ
る
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

東
京
や
他
地
域
の
人
が
驚

く
事
の
一
つ
が
、固
い
桃
を

食
べ
る
こ
と
で
す
。あ
ま
り

日
持
ち
の
し
な
い
桃
は
、置

い
て
お
く
と
す
ぐ
に
柔
ら
か

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、採

れ
た
て
の
桃
が
食
べ
ら
れ
る

か
ら
で
し
ょ
う
。

　

国
道
４
号
線
の
上
り
線
に

大
き
な
直
売
所
が
２
カ
所
あ

り
、
ご
贈
答
用
や
、
安
い
は

ね
物
の
桃
を
求
め
て
、最
盛

期
に
は
す
ご
い
行
列
が
で
き

ま
す
の
で
、早

め
の
お
求
め

が
お
薦
め
で

す（
㈱
Ａ
Ｃ
Ｄ

Ｃ
・
菊
池
吉

浩
）。

　

今
年
度
よ
り
前
広
報
委
員

で
あ
り
ま
し
た
三
浦
光
博
氏

の
後
任
と
し
て
、広
報
委
員

を
拝
命
致
し
ま
し
た
蛭
田
淳

で
ご
ざ
い
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
い
わ
き
支
部

は
、小
宅
武
支
部
長（
協
会
副

会
長
）
の
下
、
三
浦
光
博
氏

（
広
報
委
員
）、松
崎
則
行
氏

（
技
術
委
員
長
）に
は
、支
部

の
勉
強
会
や
様
々
な
取
り
組

み
等
、多
大
な
る
ご
尽
力
を

頂
き
ま
し
た
。こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

先
の
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
い
わ
き
支
部
に
と
り
ま

し
て
は
役
員
の
大
幅
な
刷
新

が
図
ら
れ
ま
し
た
。い
わ
き

支
部
長
に
は
丹
野
勇
治
氏

（
協
会
副
会
長
）、技
術
委
員

に
は
末
永
雅
登
氏
、広
報
委

員
に
は
私
、蛭
田
淳
が
就
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。支
部

会
員
の
皆
様
は
じ
め
協
会
会

員
の
皆
様
や
大
勢
の
皆
様
方

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、丹

野
支
部
長
共
々
、努
力
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
頂
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
て
お
り
ま
す
。何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す（
岩
電
機
工
事
㈱
・
蛭
田

淳
）。

　

６
月
中
旬
、
あ
る
会
社
の

総
会
が
あ
り
母
畑
温
泉
八
幡

屋
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し

た
た
め
、今
年
は
宴
会
付
き

の
会
と
な
り
ま
し
た
。宴
会

が
終
了
し
同
じ
部
屋
の
メ
ン

バ
ー
が
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
を
連

れ
て
き
た
た
め
、部
屋
で
２

次
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。時

間
が
過
ぎ
、次
の
日
が
ゴ
ル

フ
だ
っ
た
た
め
、私
は
風
呂

に
入
り
寝
る
こ
と
に
。

　

次
の
日
の
朝
、外
を
見
る

と
や
る
気
が
な
く
な
る
ほ
ど

の
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ゴ
ル
フ
場
に
到
着
し
た

際
、雨
が
や
み
晴
れ
間
が
広

が
り
ま
し
た
。み
ん
な
日
頃

の
行
い
が
い
い
ん
だ
な
と
感

じ
て
い
た
の
は
束
の
間
、
ス

タ
ー
ト
と
同
時
に
雨
が
降
っ

て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

前
日
飲
み
す
ぎ
た
せ
い
か

ク
ラ
ブ
に
当
た
ら
ず
、
２

ホ
ー
ル
目
の
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー

ル
の
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ト
で
は

シ
ャ
ン
ク
と
な
り
ボ
ー
ル
を

探
し
に
行
き
ま
し
た
が
、斜

面
で
足
元
が
と
ら
れ
手
を
つ

い
た
際
、左
肩
が
脱
臼
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

帰
ろ
う
と
も
思
い
ま
し
た

が
周
り
に
迷
惑
が
か
か
る
と

思
い
そ
の
ま
ま
プ
レ
ー
を
続

行
し
ま
し
た
。し
か
し
調
子

は
あ
が
ら
ず
58
、
51
の
今
年

ワ
ー
ス
ト
の
ス
コ
ア
。ダ
メ

な
時
は
何
や
っ
て
も
ダ
メ
な

ん
で
す
ね（
光
洋
電
設
㈱
・
荒

明
）。

　

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
労

働
災
害
の
発
生
原
因
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は「
転

倒
」に
よ
る
労
働
災
害
で
す
。

転
倒
災
害
は
労
働
災
害
で
最

も
多
く
、全
体
の
約
25
％
を

占
め
、
そ
の
上
、
転
倒
に
よ

る
ケ
ガ
で
は
約
70
％
の
方
が

骨
折
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

休
業
日
数
も
１
カ
月
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

転
倒
時
の
原
因
と
し
て
多

い
の
が「
何
も
な
い
と
こ
ろ

で
つ
ま
ず
い
て
転
倒
、足
が

も
つ
れ
て
転
倒
」、
次
い
で

「
凍
結
し
た
通
路
等
で
滑
っ

て
転
倒
」で
す
。

　

年
々
歳
を
重
ね
て
く
る
と

筋
力
の
低
下
や
身
体
機
能
が

低
下（
フ
レ
イ
ル
）し
て
く
る

の
で
、
と
っ
さ
に
体
を
立
て

直
す
の
が
難
し
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、先
日
、私
の

妻
も
犬（
豆
柴
）の
散
歩
中
に

転
倒
し
右
手
を
骨
折
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。入
院
中
は
妻

に
代
わ
っ
て
家
事
・
育
児
に

奔
走
し
ま
し
た
が
、改
め
て

女
性
の
大
変
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。「
注
意
一
秒
ケ
ガ
一

生
」。自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と

過
信
せ
ず
に
、気
を
引
き
締

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た（
㈱
富
士
工
業
商
会
・
中
島

則
弘
）。

会

員

の

声

会

員

の

声

　
　
　
　
　 相

双

支

部

相

双

支

部

白

河

支

部

白

河

支

部

福

島

支

部

福

島

支

部

　

30
年
前
は
ジ
ャ
パ
ン
ア
ズ

№
１
と
言
わ
れ
た
時
代
、日

本
の
黄
金
期
だ
っ
た
。そ
の

後
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
と
な
っ

て
陰
り
が
見
え
て
き
た
が

「
日
本
は
現
場
が
強
く
、職
人

レ
ベ
ル
が
高
い
」
の
で
、

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
や

経
営
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
」が
低
く
て
も
ま
だ
競
争

力
が
あ
っ
た
。

　

今
は
日
本
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
変
ら
ず
、現
場
が
弱
く

な
っ
て
い
る
。ま
ず
、少
子
化

で
工
業
系
男
子
が
激
減
し

た
。さ
ら
に
職
人
の
道
を
選

ば
な
く
な
っ
た
。新
入
社
員

が
か
弱
く
な
っ
た
。年
代
の

断
層
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
り
づ
ら
い
。こ
れ
で

は
再
起
は
難
し
い
。

　

バ
ブ
ル
絶
頂
期
の「
リ
ゲ

イ
ン
」の
Ｃ
Ｍ
が
懐
か
し
い
。

あ
の「
24
時
間
戦
え
ま
す
か
」

の
歌
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

明
ら
か
に
労
基
違
反
だ
が
、

勢
い
で
許
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
…
。

　

今
は
働
き
方
改
革
、時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
で
あ

る
。来
年
か
ら
取
り
組
み
を

開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。た
っ
た
30
年
で
大
変
化

と
な
り
、気
候
変
動
は
さ
ら

に
激
し
く
な
っ
た
。こ
の
辺

で
、経
済
一
辺
倒
を
や
め
て

本
気
で
持
続
可
能
な
世
の
中

に
し
な
い
と
、次
の
子
供
や

孫
に
申
し
訳
な
い
。日
本
政

治
の
力
が
試
さ
れ
る
時
だ
と

思
う（
三
友
電
設
㈱
・
田
原
賢

二
）。

郡

山

支

部

郡

山

支

部

会

津

支

部

会

津

支

部

い
わ
き
支
部

い
わ
き
支
部

一
通
の
手
紙

あ

か

つ

き

新
体
制
ス
タ
ー
ト

30
年
前
を
思
い
出
し
て

不

調

転
倒
災
害
に
注
意
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